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D lo IBM 2250映像表示装置と

そのプログラミン・グ・ サポ・―ト

竹下 亨  (I..BoM)

I IBM 2250 映像表示装置の紹介

I BM 2250映 像表示装置の表示部は21イ ンチの陰極線管 (CRT)で ある。映像の

表示される画面の広さは 12イ ンチ平方であるe CRTは螢光体 で内装されてお り。こ れ

に電子 ビームが当たると,その部分が光 り映像が表示される.映像は,通常9表示 ,れ る

と直ちに消滅 してしまうので毎秒 30～ 40回程度,電子 ビームを再生 して映像を持続的

に映 し出す ょうに している。

映像表示装置には,緩衝記憶機構が備つており映像を表示するために,一連の制御命令

ぉょびデータか らなるパソフアー・ プログラムを,主記憶装置か ら映像表示装置の緩衝記

憶機構に移す.その後は,緩衝記憶機構でパッフアー・ プログラムが実行され何度も映像

を再生 して表示部に送 り出 し,こ れを保持する.こ の間,電子計算機の申央演算処理装置

は映像を表示する仕事から解放され るので,中央演算処理装置 とチヤンネルの負担は著 し

く軽減される。映像表示画面は,1,024 x l,024の XY直交座標軸で表現する.

各 々の位置は座標点 (X,Y)で あらわされ,こ れ らの座標を用いて映像表示画面に文字 ,

点 ,線など種々の像 を描 き出す.文字は文字発生機構 を通 して表示部に送 り出す こともて

き,その場合は ,1文字 1バイ トで表現できる.映像表示画面上の位置を表わす方法には絶

対表示法と,増分表示法の二通 りの方法が あり,前者は X軸 とY軸 とよりなる座標を表わ

すのに 4バイ トいるが ,後者 は,あ る位置か らの相対位 置を示すだけ なので,スパイ トで

す む .

ll彙 作員は映像表示装置 よリライ トベ ン,英数字鍵盤,プ ログ ラム鍵 盤機構はどを通 して

容易に情報 をインプツ トで きる。ライ トベ ンは先端 に光,す なわち電子 ピームを感知する

機構 を持つている.表示部の映像 にライ トベンを当てス イツチを入れ るとライ トベンは電

子 ビー ムを感知 して入 出カインター ラブシヨンを起 こすが,あ るいは,パソフアー・ プロ

グ ラムの一部を次々 と変更 して行 く。パッフアー・ プログ ラムはライ トベンのスイツチの

オン ●オフにかかわらずライ トベンの先端 をビームが よぎれば ,た えず感知さすることも

で きる.こ の場合電子 ビー ムの当つている所 をライ トベンが通 るごとに,こ れを次々と感

知するのでグラフイツタ・デザイイに使われるライトベン
「

トラツャングのような操作が

可能 である.

英数字鍵盤はタイプライター型の鍵盤で,1彙作員はこのポー ドより英数字や特殊活字を

表示部に入れることができる.
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プログラム鍵盤機構は8個のオーパーンイ ●スイツチと32個の押釦型の表示灯付スイ

ツチで構成されており,操作員は,このスイツチを用いて必要なサブ・プログラムやルー

チンを選択 し実行させることができる.       ?        )

操作員は,こ れら三つの機構を用いて表示部の映像を適時変更したり修正 したりしなが

ら仕事を進めて行 くことになる.              『

Ⅱ 映像表示装置のプログラミング・ サポー ト

グラフイック・ プログラミング・ サービスについて

IBM 2250映 像表示装置のプログラミング・ サポー トとして,グ ラフイツタ・プロ

グラミング ●サー ビス (GPS)が ある.GPSは ,ァ タセス・ メノツ ドの機能 を持つてい

るが,単 なるアタセス・ メソツ ドにとどまらず

1)IBM 225o 映像表示装置用のすべてのオーダーを作 り出すマタ ロ命令ι

2)オーダーとデータを緩衝記憶機構に送 り出す前に,こ れらを主記憶装置内に組立て

映像プログラムを作 り出す機能 .

3)映像表示装置の入出力を伴 うプログラムを書 くときに,しば しば必要 となる図形

(格子,円 ,直線,点など )を表示するサブ●ルーチンなどを備えている.

アタセス・ メノツ ドとしては,次の機能 をもつ。

0主記憶装置と映像表示装置の緩衝記憶機構の間でのデータを,や りとりするための

READ/7RITEン ベルの入出カマタ ロ命令.

・ 緩衝記憶機構 と複数個の映像表示装置で共有 している場合,年れを個々の映像表示

装置に割振つた り,割振つた記憶部分を保護 したりす る緩衝記憶機構の管理・

・ 緩衝記憶機構中で起 きた誤 りのように中央演算装置が直接制御で きない誤動作や操

作員が映像表示装置 との情報の交換 を要求 したときなどの処理に必要なアテンシヨ

ン処理マタロ命令 .

グラフイツク用のサブルーチ ン・ パッケージ

グラフイツタ・ サブルーチン ●パツケー、ジ(GSP)は ,OS/360の FORTRAN Ⅳの

プログラマーが映像表示装置との入出力を伴 うプログラムを容易に書けるようにするため

に多数のサブルーチンを集大成 した ものでFORTRANコ ンパイラー機能の拡張ではない.

これ らのサブルーチンの一つ一つは必要に応 して FORTRANプ ログラムのCALLステー

トメン トで呼び出 す′ことが で きる 。GSPを 用いて映像を作 り出すには ,

1)シ ステムにG sPを 使用する事 と数多 くある映像表示装置の内,どれを使 うのかを

イニシア リゼーシヨン●サブルーチンを使つて指示する.

2)グ ラフイツタ・ データ・ セツ トを規定する.こ れは,映像表示装置に映像を作 り出

す一連のオーダーとデータに付けられる名前,す なわちその映像に対する呼称 であ

る.表示画面上の映像は,い くつかのグラフイツク・ データ・ セツ トで構成される
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こともある し,一つのグラフイツタ・ データ・ セツ トだけで構成される場合 もある

3)表示画面の割ふ り。入カデータの形式 (絶対表示データか増方表示データ ),一 文字

の大きさなどの指定をする.         `           '

4)円を書いたり直線を引いた りする映像生成サブルーチンをCALLして出力用のオー

ダーとデータを電子計算機の主記憶装置内に作 る.

5)実行サブルニチンをCALLして主記憶装置内に作つたオーダー とデータを映像表示

装置の緩衝記憶機構に送 り出して表示画面に映像を作 り出す .

映像表示装置の操作員が表示画面の像を見なが らライ トベンやプログラム鍵盤機構 を用

いて映像を操作するために必要なサブルーチンやグラフイツタ・ デザインで使 つライ トペ

ン●トラツキング用のサブルーチ ンなどもGSPの機能としてそなわつている.
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本 PDF ファイルは 1968 年発行の「第 9回プログラミング―シンポジウム報告集」をスキャンし、
項目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式 Web サイト
の https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html に下記「過去のプログラミング・シン
ポジウム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないました。そのうえで同意
をいただいたもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属
することになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂
がシンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学
会電子図書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されていないものが少からず
ありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前
の報告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報
告集の論文について、著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し出して利用許諾に関す
る同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、著作権者が見つ
からない場合も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発
見され、情報学広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲
載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@

math.s.chiba-u.ac.jp)までお申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い
申し上げます。
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